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概要：	 地域の現状と課題を理解し，地域の課題解決に貢献する人材を育成するために，広島市を中心

に錦帯橋のある山口県岩国市からしまなみ海道へ続く尾道市までの広い範囲を対象に，観光関連データ

ベースを構築している．まず，旅行ブログやジオタグ付きツイートなどの SNSデータを集め，データベ
ースに格納するとともに，教育や研究に活用した．次に，国内外から多くのサイクリストが集まるしま

なみ海道を対象に，一般社団法人しまなみジャパンの協力を得て，レンタサイクルを利用する観光サイ

クリストの行動情報を集める活動を開始した．本稿では，データ収集の方法と現状を報告し，活用事例

として，「観光情報学」の授業において，サイクリングの GPS データを分析した事例を紹介し，今後の
展望を述べる． 
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１． はじめに 
 
	 地域の現状と課題と理解し，地域の課題解決に

貢献する人材を育成するために，広島市を中心と

する広域都市圏（広島市，呉市，竹原市，三原市，

廿日市市，東広島市，山口県岩国市，山口県柳井

市など 24市町）と尾道市を対象に，観光関連デー
タベースを構築している．まず，旅行ブログやジ

オタグ付きツイートなどの SNSデータを集め，デ
ータベースに格納するとともに，教育や研究に活

用した[1]． 
	 広島地域の企業から将来的に役立つデータベー

スとするには，金の流れと人の流れに関する情報

が重要であるという意見が寄せられた．そこで，

広島地域での訪日外国人観光動態調査ができるこ

とを目指して，人の流れに関する情報を集めるこ

ととした． 
	 訪日外国人の観光動態調査としては，位置情報

を有する SNS データを用いた分析[2]や，携帯電
話ネットワークの運用データを用いた分析[3]な
どの先行研究がある．対象とする地域にしまなみ

海道があるため，GPSロガーを使ってサイクリン
グ情報を集めることとした．サイクリングを楽し

む人が個人的に GPS ロガーを使って行動履歴を

集めている事例はあるものの，サイクリングの

GPSデータを分析した先行研究は見当たらない． 
GPS データ収集の予備実験として，「地域課題
演習」という授業の一環として，学生たちと実際

に GPSロガーを持って，しまなみ海道をサイクリ
ングし，GPSデータを集められることを確認した．
その実績をもとに，大規模な GPSデータを収集す
るために，一般社団法人しまなみジャパンに協力

を呼び掛けたところ，賛同を得ることができた． 
現在，しまなみレンタサイクル事業では年間約

72,000台の実績を上げており，平均で 200台／日
となっている．今後の事業継続の安定化を考えた

際，観光サイクリストの種別による行動パターン

を把握することが非常に重要になっている．しま

なみジャパンとしても課題の洗い出しや若者目線

での対応策について検討する際のデータが不足し

ている状況もあり，GPSロガーで集めたデータの
活用を大学と一緒に検討したいという考えであっ

た．  
集めたデータは，個人情報が特定できないよう

に加工するが，国内か海外か等の地域，性別，年

齢などの属性情報はデータベース化することとし

た．利用したレンタサイクルが，スポーツタイプ

か電動タイプか等の情報もデータベース化するこ



ととした．属性別に結果を可視化するだけであっ

ても，しまなみ海道における今後の観光サービス

の検討に役立つと期待できるものである． 
 
２． 観光サイクリストの行動情報収集 
 
２．１．準備	

 
	 平成 29年 10月にしまなみ海道レンタサイクル
運用先である一般社団法人しまなみジャパンと協

議を開始した．同時に貸出業務の現場視察や現在

稼働している運用ルール・管理方法・自転車の種

類などを確認し，12月には事業計画書を基に調査
活動を正式に承諾いただくことができた．		

	

２．２．機材と運用の概要 
	

	 使用する機材類に関しては 12 月より選定を始
め，平成 30年 1月半ばを目途に運用に必要な数を
揃えた．メインの GPSロガーは機能実績がある機
種の GT-740FLを選択し，自転車に装着する部材
（バッグ）についても極力デザイン重視の意見を

取り入れ，違和感のない物を選定した（図 1参照）．
また，各部材にはナンバーを付与することで管理

運用方法を策定し，バッグ内にも遊び防止用にク

ッション材などを挿入した．平成 30年 2月後半よ
りデータ収集を開始した．貸出台帳による属性抽

出については，しまなみジャパンが個人情報取扱

事業者としての法令に基づいた措置（個人情報取

扱いポリシー等）を行った上で，その情報を提供

していただけることになった．	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図１ 利用機材 
	

２．３．予備調査	

	

	 予備調査を平成 30年 3月まで実施した．観光サ
イクリストに GPSロガー付きの自転車を出し，外
国人・邦人，老若男女等の不特定多数の行動履歴

を収集した．1回に 10台の機材を貸出し，極力多
数のデータを採取する方針とした．	

	 レンタサイクルへは機器固定部材で GPS ロガ
ーを取付け，1週間周期で運用する．GPSロガー
20台を 10台ずつ 2セットに分け，情報収集用と
データ抽出用として交互に運用することにした．	

	 また業務の役割分担は次の通りとした．	

	

［しまなみジャパン］	

機器固定部材と GPS ロガーの取付け・回収，
GPSロガーと属性データを大学へ郵送．  
	

［広島市立大学］	

データ取出し・閲覧可能なデータとして格納，

充電作業，GPSロガー送付，データ利活用．	
	

２．４．データの収集	

 
2月の 4週目から 3月の 4週目までの予備調査
において，計 63グループの属性データと行動履歴
データを収集することができた．表１に，収集し

た属性データの例を示す．	

	

表 1 収集した属性データ例 
	

	

	

	

	

	

	

	

	

 
 
	 予備調査で収集した GPS ロガーに保存される
行動履歴データは，汎用フォーマットである GPX
で保存されており，付属アプリや様々なソフトウ

ェアから必要なデータを生成することができる． 
 今回抽出したデータは“出発日時”	，“到着日
時”	，“移動経路図”	，“移動距離（水平・沿面）”	，

“経過時間”	，“移動時間”	，“速度（全体平均・

移動時平均・最高）”	，“移動高度（最高・最低・

総上昇・総下降）”等となっており，更には複数の

ソフトウェアを介し，各利用者単位で可視化する

ことも可能である． 
	 表 2 に，収集した行動履歴データの例を示す．
また地図に移動経路などを表示した例を図 2 に示
す．	



	

表 2 収集した行動履歴データ例 
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 移動経路と休憩・宿泊場所 
 
 
３． GPSデータの活用事例	
	

GPS データ収集の予備実験として，「地域課題
演習」で収集したデータを，「観光情報学」の実習

課題で活用した事例を紹介する． 
	

３．１．GPSデータの収集 
 
「地域課題演習」では，事前学習で，地図や観

光情報サイトを参考に，グループごとに走行ルー

トを計画した．計画した走行ルートをもとに，平

成 29 年 6 月 3 日（土）にしまなみ海道でサイク
リングを実施した．全員が GPS ロガーを携帯し，
GPSデータを収集した．	
 
３．２．分析方針 
 
実際にしまなみ海道でサイクリングしてみると，

地図や観光情報サイトではわからなかった上り坂

など，きついと感じるポイント（以下，きついポ

イントと記載する）が多々あることが明らかとな

った．このようなきついポイントを，地図上にマ

ッピングし情報提供できれば，走行ルートの計画

が立てやすくなると考えられる．よって，GPSデ
ータを利用し，きついポイントを自動で検出する

手法を検討することとした． 
 
３．３．きついポイントの自動検出手法 
 
まず，GPSデータにはノイズが含まれているた
め，メディアンフィルタによりノイズ除去を行う．	

次に，ノイズを除去した GPS データを利用して，
きついポイントを自動検出する．きついポイント

は，上り坂であり，速度が低下しているポイント

だと考えられる．そのため，GPS データから，1
分間隔の高度差と速度差を算出し，以下の条件に

該当するポイントをきついポイントとして検出す

る． 
� 高度差が 0より大きい 
� 速度差が 0より小さい 
 
３．４．実験に使用したデータ 
 
実験には，男性と女性が含まれるグループ（男

女混合グループ）と，男性のみのグループ（男性

グループ）の GPS データを利用した．GPS デー
タには，時間，速度，緯度，経度，高度が保存さ

れている．表 3に，GPSロガーで収集した走行デ
ータを記載する．また，図 3に走行ルートを示す． 

 
表 3 走行データ 

	 男女混合グループ	 男性グループ	

走行距離	 32.14 km 69.36 km 

走行時間	 3時間 48分 31秒	 5時間 51分 36秒	

移動平均速度	 8.36 km/h 11.80 km/h 

最高高度	 53 m 93 m 

 
 
男女混合グループ	 	 	 	 	 男性グループ 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 走行ルート 
 



グループ単位でヒアリングを実施し，人手によ

り判定したきついポイントを正解データとして利

用した．ヒアリングの結果，きついポイントは，

男女混合グループでは 2 個所，男性グループでは
7 個所あった．きついポイントを地図上にマッピ
ングした結果を図 4に示す． 

 
男女混合グループ	 	 	 	 	 男性グループ 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 人手で判定したきついポイント 
 
３．５．実験結果と考察	

 
3.3節で提案した手法の有効性を確認するため，
実験を行った．実験結果を表 4に示す． 

 
表 4 きついポイント検出の実験結果	

	 男女混合グループ	 男性グループ	

精度	 0.50 0.63 
再現率	 1.00 1.00 

 
実験結果より，男女混合グループと男性グルー

プはともに再現率が 1.00であり，人手で判定した
きついポイントは，提案手法により全て検出でき

た．今後は，サイクリストの属性や，使用した自

転車のタイプ（電動アシストやクロスバイクなど），

走行予定時間などを考慮し，きついポイントを検

出するための閾値などを検討していく予定である．  
	

４． おわりに 
	

	 地域の現状と課題を理解し，地域の課題解決に

貢献する人材を育成するために構築している観光

関連データベースの内容を拡充するために収集を

開始したしまなみ海道サイクリングの GPS デー
タについて概要を報告した．平成 30年 3月までの
予備調査をもとに，平成 30年 4月以降も毎月定期
的にデータ収集を継続している．既に観光関連デ

ータベースにサイクリングの行動履歴を格納し，

地図上に表示することができるようになっている． 
	 ここで紹介した活用事例は，学生たちが自分た

ちでしまなみ海道をサイクリングしたデータを分

析したものであるが，その手法を使って，しまな

みジャパンのレンタサイクルのデータを分析すれ

ば，将来的に電動タイプとスポーツタイプの違い

等に関する知見が得られる可能性がある．それら

の知見をサイクリスト支援システム[4]に組み合
わせるようなことも期待できる． 
	 しまなみジャパンとの活動を地域の関係者に知

ってもらい理解していただければ，広島地域の

Free Wi Fiや広島市内の観光レンタサイクル等へ
発展させられる可能性がある．引き続きご理解い

ただけるよう努力したい．	
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